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問題と目的

　キャリア教育は、1999年12月の中央教育審議会
の答申「初等中等教育と高等教育との接続の改善
について」において初めて公的に登場し、その必
要性が提唱された。こうした背景には、学校から
社会への移行をめぐり、社会的環境の変化、若者
自身の資質、子どもたちの生活・意識の変容等か
ら、学校教育に求められるものが変化してきたこ
とが挙げられる。その後、中央教育審議会（2011）
の答申「今後の学校におけるキャリア教育・職業
教育の在り方についての答申」の中で、キャリア
教育は「一人一人の社会的・職業的自立に向け、
必要な基盤となる能力や態度を育てることを通し
て、キャリア発達を促す教育」と定義されている

（中央教育審議会, 2011）。
　国立教育政策研究所（2013）によれば、キャリ
ア教育の全体計画がある高校は７割で、年間指導
計画は８割の高校が作成しているものの、その内
容は進路指導や体験的な学習が９割を占めてい
る。また、キャリア教育の充実に向けた担任の意
識も低く、校内研修のキャリア教育に参加したこ
とがない担任は５割に及んでいる。キャリア教育
の担い手として、進路指導主事または兼任が８割
弱と最も高いが、その在任期間は６割以上の高校
で３年未満とされている。高校の進路指導主事を
対象とした調査（リクルート進学総研, 2014）に
よれば、キャリア教育の実施時間は、「総合的学
習の時間」が約８割、「ロングホームルーム」が
約７割に達しており、別枠で学校設定科目の時間
を設置する高校は１割にも満たないことが報告さ
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れている。つまり、キャリア教育という言葉は教
育現場に浸透し取り組みは行われているものの、
その内容や成果に対する評価は不十分であり、そ
の背景には一部の担当者のみで実施されている現
状も見られ、継続的な内容の見直しやその効果に
ついての検討が難しい状況が推察される。
　他方、高校の進路指導・キャリア教育に関する
調査では、キャリア教育への期待は増加傾向にあ
り、高校においてもその重要性が理解されつつあ
る。またキャリア教育の効果として、生徒の意欲
や満足度の向上をあげた高校は４割を超え、キャ
リア教育担当部署の存在価値の増加も付随して見
られる。さらに、キャリア教育について組織的・
体系的な指導計画を作成している高校ほど、生徒
の意欲や学力が増加する傾向が見られるとの報告
もある（リクルート進学総研, 2014）。キャリア教
育が、今後、教育現場に浸透していくには、生徒
や教師、さらにはキャリア教育担当者が、その効
果を実感することが大きく影響していると考えら
れる。
　こうした課題も踏まえ、2017年に改訂された学
習指導要領では、社会に開かれた教育課程の実現
に向けて、「何を学ぶか」という指導内容の見直
しに加えて、「どのように学ぶか」「何ができるよ
うになるか」という視点が強調されている。さら
に、「生きる力」を育むための３つの資質・能力
として、①生きて働く知識・技能の習得、②未知
の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力等
の育成、③学びを人生や社会に生かそうとする学
びに向かう力・人間性の涵養が示されている。キャ
リア教育に関しては、「生徒が、学ぶことと自己
の将来とのつながりを見通しながら、社会的・職
業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を
身に付けていくことができること」や、「生徒が
自己の在り方生き方を考え主体的に進路を選択す
ること」ができるよう、学校の教育活動全体を通
じ、組織的かつ計画的な進路指導を行うことが掲
げられている（文部科学省, 2018）。高等学校教育
におけるキャリア教育は、ある程度浸透している
ものの、未だ狭義の進路指導との混同があること
や、「働くこと」の現実や必要な資質・能力の育
成につなげていく指導が不十分であるなどの課題

も指摘されている。
　そこで本研究では、首都圏内の中高一貫校（A
校）におけるキャリア学習の効果について検討し、
今後のプログラム開発への示唆を得ることを目的
とする。
　Ａ校では、毎年高校１年生を対象に、５日間の
キャリア学習プログラムを実施し、学びの活性化
や進路選択に対する関心を高めるための取り組み
を行っている（表１）。著者がプログラム冒頭の
基調講演の依頼を受けたことを機に、プログラム
全体の効果について検討する試みがなされた。
　キャリア学習のプログラムは、主に（1）キャ
リアに関する基調講演、（2）大学教授らによる特
別講座、（3）社会人へのインタビュー、（4）ポス
ター発表とプレゼンテーションから構成されてい
る。基調講演では、キャリアの意味とキャリア学
習の意義についての講義を行い、生徒たちが自ら
のキャリアについて考えるためのワークを実施
し、その後少人数のグループで共有してもらった。
大学教授らによる特別講座は、複数の講座から生
徒の希望するものを選択して受講した。インタ
ビュー先については、保護者や卒業生、教師の伝
手や生徒自らが開拓した先が含まれており、各グ
ループで社会人が所属する組織へ出向き、インタ
ビューを実施した。ポスター発表とプレゼンテー
ションは、各グループがインタビューした内容を
独自の観点からまとめて発表した。
　本研究では、高校生を対象にキャリア学習の実
践的効果について検証することを目的とした。

研究１

目的
　研究１では、高校生の働くことに関するイメー
ジやキャリア選択自己効力感が、キャリア学習の
前後でどのように変化するのかを明らかにするこ
とを目的とした。

方法
　首都圏にある中高一貫校（Ａ校）の高校１年生
男子を対象に、キャリア学習のプログラム開始
前（初日のホームルーム：Time 1、以下T1とす
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る）と全プログラム日程終了後（５日目終了後：
Time 2、以下T2とする）に、それぞれ同じ質問
紙調査を実施した。調査は2015年５月に実施され
た。
　調査項目は以下の通りであり、「働くことにつ
いての意識調査」という名称で実施した。
（１）働くことに関するイメージ
　対象者にとって働くこととは何か、働くことの
イメージを尋ねるため、「『働くことは～』から
始まる文を、思いつくままにできる限り作ってく
ださい。」と教示し、最大10件の文章を完成する
ように回答を求めた。
（２）キャリア選択自己効力感
　自らのキャリアを選択する準備や主体的な意思
決定に関する自信の度合を測定するため、花井・
清水（2014）が高校生向けに開発したキャリア選
択自己効力感尺度の計25項目を用いた。教示文は
先行研究を踏襲し、「あなたは以下の項目につい
てどのくらい自信がありますか。1 ～ 4の中で、
最もあてはまると思う番号を１つ選んで〇をつけ
てください。」とした。また、回答方法は、1（自
信がない）～ 4（自信がある）の４件法とした。

結果
　調査の回答者は、T1が141名、T2が136名で
あった。
（１）働くことに関するイメージの変化
　働くことに関する項目は、１つの刺激文に対す
る内容を1件とカウントし、T1の回答数は計733
件（平均5.21件、SD: 2.61）、T2の回答数は585件（平
均4.31件、SD: 2.45）で、T1よりもT2の方が、回
答数が少なかった。
　働くことに関する計733件の記述について、KJ
法を援用し整理したところ、23件のカテゴリに分
類された。T1の上位５位は、順に「お金を稼ぐ
こと」「骨を折ること」「社会に貢献すること」「楽
しいこと」「重要なこと」であった。T2の計585
件を上記のカテゴリにそって整理した結果、上位
５位は、「骨を折ること」「お金を稼ぐこと」「生
きがい・やりがい」「社会に貢献すること」「楽し
いこと」の順であり、順位に若干の変化が見られ
た。また、T1からT2への変化を見ると、T1に比
べてT2では「生きがい・やりがい」「自己を形づ
くること」「夢や希望をもつこと」に関する記述
数が増加した。一方で、「お金を稼ぐこと」「骨を
折ること」に関する記述数が減少する結果が示さ

表１　キャリア学習プログラム（５日間）

１日目

①キャリア学習に関する基調講演
②基調講演の振り返り
③プレゼンテーション、ポスター、インタビュー準備について
④インタビュー事前準備

２日目

①インタビュー直前準備
②大学教授による特別講座（学部別）
③特別講座の振り返り
④インタビューに行く①（グループ行動）

３日目

①インタビューに行く②（グループ行動）
②プレゼン・ポスター準備（グループ作業）
③インタビューに行く③（グループ行動）
④プレゼン・ポスター準備（グループ作業）

４日目
①プレゼン・ポスター準備（グループ作業）
②プレゼンのリハーサル（グループ作業）

５日目

①プレゼンテーショ（1）
②ポスター準備
③ポスターセッション
④プレゼンテーション（2）
⑤アンケート記入
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れた（表２）。
（２）キャリア選択自己効力感の変化
　キャリア選択自己効力感の25項目について、対
応のある t 検定を行った。その結果25項目のう
ち21項目で、T1よりもT2の方が、有意に得点が
高かった（表３）。
　また先行研究に基づき、キャリア選択自己効力
感を５つの構成要因ごとに分析を行ったところ、

「自己評価（t（124）=3.45, p<.001）」「目標選択（t
（123）=4.13, p<.001）」「 計 画 立 案（t（125）=5.70, 
p<.001）」「情報収集（t（125）=3.17, p<.01）」「意
志決定（t（127）=3.77, p<.001）」の全ての要因に
おいて、T1よりもT2の方が有意に得点が高かっ
た（表４）。さらに効果量Hedges’ gは、計画立案
が中程度、その他の要因は小程度の値を示した。

考察
　働くことのイメージの変化は、キャリア学習前

後の文章完成法による記述内容の比較から、高校
生が働くことに対して、よりポジティブなイメー
ジを持つようになったと考えられる。実際に社会
人経験のない高校生は、働くことに対してネガ
ティブなイメージを持ちやすく、よりポジティブ
なイメージを持てるようになることで、今後の
キャリア選択に良い影響を及ぼすことが期待でき
る。
　キャリア選択自己効力感は、T1からT2へと有
意に高くなっていることから、キャリア学習に一
定の効果が見られたと考えられる。しかし、直後
効果の可能性も考えられることや、キャリア教育
を長期的視点から捉えるためにも、その効果につ
いてさらなるフォローアップが必要と考えられ
る。

表２　働くことに関する記述内容

カテゴリ T1_ 出現率 T2_ 出現率
お金を稼ぐこと 120 16.4% 62 10.6%
骨を折ること 105 14.3% 68 11.6%
社会に貢献すること 74 10.1% 45 7.7%
楽しいこと 42 5.7% 45 7.7%
重要なこと 41 5.6% 33 5.6%
生きること 37 5.0% 32 5.5%
家族を養うこと 36 4.9% 33 5.6%
自分のために努力すること 32 4.4% 32 5.5%
義務や責任が伴うもの 31 4.2% 25 4.3%
自己を形づくること 30 4.1% 40 6.8%
人や社会とつながること 30 4.1% 20 3.4%
面倒なこと 23 3.1% 13 2.2%
生きがい・やりがい 21 2.9% 54 9.2%
奪われること 20 2.7% 2 0.3%
夢や希望をもつこと 19 2.6% 27 4.6%
自分を活かすこと 19 2.6% 16 2.7%
不快なこと 15 2.0% 8 1.4%
意味・価値あること 9 1.2% 7 1.2%
競うこと 9 1.2% 4 0.7%
つまらない 7 1.0% 4 0.7%
無意味なこと 6 0.8% 2 0.3%
分からないもの 6 0.8% 0 0.0%
その他 17 2.3% 19 3.2%

計 733 100.0% 585 100.0%
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表３　項目別平均値の比較

変数 項目
平均値

（SD）
T1 T2

3. 自分の性格を理解すること 2.82 2.97 （1.01） n.s.
8. 仕事をするうえでの自分の長所と短所を理解すること 2.85 3.06 （0.96） **

自己評価 13. 自分の得意・不得意を理解すること 3.08 3.08 （0.96） n.s.
18. 自分自身についてより深く理解すること 2.64 2.94 （0.95） ***
23. 自分の適性を理解すること 2.76 3.03 （1.02） ***
1. 将来、なりたい自分を明確にすること 2.59 2.92 （0.95） ***
6. 仕事に対する自分の興味を理解すること 2.97 3.20 （0.97） ***

目標選択 11. 今後の人生で、自分が何をやりたいのかを明確にすること 2.69 2.99 （1.05） ***
16. 将来従事したい職業が何なのかをはっきりさせること 2.69 2.91 （1.03） **
21. 自分にとって理想の職業とは何かを明確にすること 2.78 3.04 （1.06） ***
4. 就職活動について具体的な計画を立てること 2.38 2.85 （1.03） ***
9. 将来のために今やっておくべきことの計画を立てること 2.42 2.83 （0.98） ***

計画立案 14. 将来、なりたい自分に必要なことを身につけるための計画を立てること 2.54 2.79 （1.00） ***
19. 進路目標を達成するために、計画を立てること 2.52 2.80 （0.91） ***
24. 就職活動をうまく進めるための計画を立てること 2.45 2.83 （0.87） ***

情報収集

2.  自分の職業選択に必要な情報を得るために、新聞・テレビなどのマスメディ
アを利用すること 2.73 2.98 （0.98） ***

7. 職業情報を得るために、インターネットを利用すること 3.12 3.13 （0.96） n.s.
12. 自分が就きたい職業の採用状況に関する情報を入手すること 2.73 2.95 （0.97） **
17. 興味ある組織では、どのような人材を必要としているのかを調べること 2.82 3.02 （1.08） **
22. 興味ある職業分野の会社や組織に関する情報を入手すること 2.78 2.98 （0.82） ***
5. 就きたい職業に就けるのであれば、少々の苦労でも我慢すること 3.24 3.28 （0.89） n.s.

10. 本当に好きな職業に就くためなら、努力を惜しまないこと 3.06 3.26 （0.92） **
意思決定 15. 自分で決めた志望職業を実現するために意志を貫くこと 2.86 3.14 （1.03） ***

20. 困難な問題が生じても目標とする職業に就くために頑張ること 2.88 3.15 （0.89） ***
25. 志望職業に就くために粘り強く頑張ること 2.84 3.20 （1.00） ***

**p <.01, ***p <.001

表４　キャリア選択自己効力感の変化

Time N M SD t 値（df ） Hedges’ g

自己評価
T1 125 2.83 0.64 -3.45 ** -.308
T2 125 3.04 0.69 （124）

目標選択
T1 124 2.74 0.73 -4.13 *** -.370
T2 124 3.02 0.74 （123）

計画立案
T1 126 2.46 0.64 -5.70 *** -.506
T2 126 2.83 0.73 （125）

情報収集
T1 126 2.84 0.61 -3.17 ** -.281
T2 126 3.03 0.69 （125）

意志決定
T1 128 2.98 0.78 -3.77 *** -.332
T2 128 3.21 0.78 （127）
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研究２

目的
　高校１年時のキャリア学習での学びが、その後
どのように活用されているのか、また活用されて
いない場合の理由を明らかにし、今後の支援や教
育に向けた示唆を検討することを目的とした。

方法
　調査は、首都圏内にある中高一貫校（Ａ校）の
高校２年生男子を対象に、キャリア学習の１年後
に質問紙調査を実施した。調査内容は、（1）キャ
リア選択自己効力感に関する尺度への回答（４件
法）と、（2）キャリア学習後の状況について尋ねた。

（2）については、「昨年のキャリア学習で学んだ
ことは、現在活かされていますか」と教示し、「A. 
活かされている」または「B. 活かされていない」
を選択してもらった。Ａを選択した場合は、「キャ
リア学習でどのようなことを学び、その後それが
どのように活かされているのか具体的に書いてく
ださい」と教示した。Ｂを選択した場合は、「な
ぜ活かされていないと思うのか、その理由を書い
てください」と教示し、それぞれ自由記述形式で
回答してもらった。調査は前回と同様に「働くこ
とについての意識調査」という名称で実施した。

調査は2016年５月に実施された。

結果
　調査の回答者は138名であった。
（１）キャリア選択自己効力感の３時点の変化
　今回の調査ではデータの対応づけが出来なかっ
たため、各時点全体の平均得点について、前年度

（高校１年時）に実施されたキャリア学習の前後
（T1、T2）と１年後（高校２年時）（T3）の３時
点を個人間で比較した。その結果、キャリア学習
の前後で生徒の自信は一旦高くなったものの、１
年後にはキャリア学習前とほぼ同じ状態またはそ
れ以下に下がっていた（表５）。
（２）キャリア学習の１年後の効果
　回答者138名のうち無記入の10名を除き、128名
について自由記述の分析を行った。キャリア学習
で学んだことが現在「活かされている」と回答し
た生徒は、128名中41名（29.7％）、「活かされて
いない」と回答した生徒は87名（63.0％）であった。
　「活かされている」と回答した生徒41名の回答
について、キャリア学習で「学んだ内容」と「学
んだことをどのように活かしているのか」に関す
る自由記述をKJ法を援用しまとめた。学んだ内
容は９項目（仕事の知識や現実、やりがい、仕事
の大変さ、仕事をする意味や重要性、企業や社会
の仕組み、仕事への姿勢、将来について、将来を

表５　キャリア選択自己効力感の３時点の変化

平均値 標準偏差
T1 2.82 0.63

自己評価 T2 3.03 0.68
T3 2.81 0.72
T1 2.74 0.74

目標選択 T2 3.00 0.73
T3 2.59 0.78
T1 2.45 0.64

計画立案 T2 2.83 0.72
T3 2.46 0.76
T1 2.84 0.61

情報収集 T2 3.02 0.68
T3 2.64 0.68
T1 2.97 0.77

意思決定 T2 3.20 0.78
T3 2.80 0.80

注）対応ないデータのため、全体の平均値の変動より算出。
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考える機会、その他）に整理され、約半数の生徒
が「仕事の知識や現実（48.8％）」について学ん
だと認識していた（表６）。また、学びの活用法
は８項目（将来への関心、将来の明確化、将来
に向けての活動、学ぶ意欲の高まり、仕事・社

会への興味、社会人の思い、自信をもつ、その
他）に整理され、約３割の生徒が「将来への関心

（31.7％）」や「将来の明確化（29.3％）」につながっ
ていると認識していた（表７）。
　一方、学んだことが「活かされていない」と回

表６　学んだ内容

表７　学んだことの活用法

学びの内容 記述例 出現率 （％）

仕事の知識や現実 ・一流の商社マンに出会い、知識や経験がすごいと感じた
・テレビの裏側のことが理解できた 20 （48.8）

やりがい
・仕事の内容、やりがい
・ 仕事には上手くいくことも、いかないこともあるが、やりがい

のあるもの
8 （19.5）

仕事の大変さ ・働くことの大変さなどを学んだ
・仕事の難しさ 7 （17.1）

仕事をする意味や重要性 ・仕事をする意味
・社会に参加することの重要性 7 （17.1）

企業や社会の仕組み
・ その企業ではどのような人材を必要としているか、企業の取り

組みや目標
・金融、特に保険業についての仕組み

4 （9.8）

仕事への姿勢 ・自分に関係のある人脈の拡大、中途半端で止めずにやり切る
・医学について、人の命の大切さ 2 （4.9）

将来について ・将来について 1 （2.4）

将来を考える機会 ・ 自分がどのような人間で、どのような職業が自分に向いている
のかを考えること 1 （2.4）

その他 ・自分のプレゼンテーション能力を知ることができた
・実際に働いている人の今の高校生に対する意見 5 （12.2）

学びの内容 記述例 出現率 （％）

将来への関心 ・学校生活を通して将来について考える
・具体的に将来について考えられるようになった 13 （31.7）

将来の明確化
・自分の将来を決める要素になった
・ 自分がどのような企業に就職して、どのような仕事がしたいか

今までよりも明らかになった
12 （29.3）

将来に向けての活動
・ 自分の就きたい職業だと改めて感じ、目標に向かって勉強でき

ている
・ 改めて業界という世界に興味を持った。この職業をしてみたい

と思った。そのことについて調べてみた。
9 （22.0）

学ぶ意欲の高まり
・学ぶ意欲につながった
・ 自分の将来の夢に対する意識が変わり、これからの受験勉強に

対する覚悟が決まった
7 （17.1）

仕事・社会への興味
・ 現在、注目されている IOT などのニュースに関心が持てるよう

になり、今後のネットワーク分野における成長に興味がわいた
・ 自分の大学での進路について、将来なりたい職業を意識して考

えるようになった
7 （17.1）

社会人の思い ・どのようなことを事を思っているのかを知れた 1 （2.4）

自信をもつ ・ 自分に自信を持つことができたため、勉学への意欲が上がり、
勉強がはかどるようになった 1 （2.4）

その他 ・とてもいい経験になっている
・たくさん、いっぱい 5 （12.2）
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答した87名について、その理由に関する自由記述
をまとめたところ、12項目（機会がない、生活と
の関連がない、希望や興味と違った、興味がなかっ
た、変化がない、目標が不明瞭、将来的なもの、
目標が変化した、時間がない、知りたいことが分
からなかった、自分のことが分からなくなった、
その他）に整理された（表８）。２割前後の生徒
が「機会がない（24.1％）」「生活との関連がない

（19.5％）」ことを理由としてあげていた。

考察
　以上の結果から、自らのキャリアを選択する準
備や主体的な意思決定に関する自信は、キャリア
学習を実施することで一定の効果が見られたもの
の、キャリア学習が行われない高校２年生になる
と元の状態に戻ってしまうことが示された。全体
的な効果としては、高校１年時の一時的な活動と
認識されている可能性がある。本研究（T3）のデー
タについては、T1・T2との紐づけが出来なかっ
たため、個人間の分析結果となっており、今後長
期的に個人内の変化をみることで、キャリア学習

表８　学んだことが活かされていない

活かされない理由 記述例 出現率 （％）

機会がない ・学んだものを活かす機会がない
・まだその仕事について学ぶことを活かす機会がないから 21 （24.1）

生活との関連がない
・ キャリア学習で学んだことを日常生活で使っていないから
・ 社会についてよく知ることができたが、学校生活が基礎になっ

て過ごしているため、まだ活用させる機会がないから
17 （19.5）

希望や興味と違った
・選択した職を間違えた
・ キャリア学習で学んだことと、自分の就きたい職業が全く関係

ないため
11 （12.6）

興味がなかった ・特に興味のない仕事の話を聞いたから
・そこまでやりたいという職種ではなかったから 11 （12.6）

変化がない
・ キャリア学習後、あまり関係があることに取り組んでいなかっ

た。調べたままにしてしまっていた。
・キャリア学習の前後で、意識の変化がないから

10 （11.5）

目標が不明瞭
・まだ将来何になりたいか決まってないから
・ キャリア学習は、将来自分がどんな職業に就くのかを考える場

であり、現在の学生生活をどう過ごしていくのかは志望職業が
明確になったときに考えるものだと思うから

9 （10.3）

将来的なもの
・ 難しい分野であるため、すぐに学んだことを生活に反映させる

のは難しいから
・ 社会人になったら生きると思うが、学生の間ではそれが難しい

と思うから。
8 （9.2）

目標が変化
・自分のなりたいものが、昨年から大きく変わったから
・ キャリア学習で調査した内容に興味をもったが、それよりも明

確ではないが、やりたいことが見つかったから
5 （5.7）

時間がない
・現在は時間がないので、いかされていない
・ 経験したことを応用したり、追体験したり、しっかりと思考す

ることなく、別の何かに追われる日々なので、振り返る時がな
い

4 （4.6）

知りたいことが
　分からなかった

・ インタビュー先の人たちがその職業にどうしてついたのかとい
う理由があいまいだったから

・ 結局、その仕事の大変さ、またその仕事につくにはどのような
ことをしていけばいいのかわからなかった

4 （4.6）

自分のことが
　分からなくなった ・更に自分のことが分からなくなったため 1 （1.1）

その他 ・特に何にも考えてないから
・その後に働くことについての学習を全くしていないから 15 （17.2）
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の効果が持続する者とそうでない者の違いを明ら
かにしていくことが期待される。また、１年次に
キャリア学習に参加していないと思われる10名の
データが全体的な結果に影響を及ぼした可能性も
考えられる。
　一方、キャリア学習１年後の効果について、３
割の生徒が学んだことを活用していると回答して
いた。仕事の知識や現実、やりがいや大変さ、働
くことの意味などを学び、将来への関心や行動に
加えて、学ぶ意欲や仕事・社会への興味を示して
おり、キャリア学習を自分事と捉え主体的に取り
組んだ生徒については効果が見られたと考えられ
る。また、学んだことが活かされていない理由と
して、学んだことを活かす場や生活とのつながり
が見えないことが挙げられた。キャリア学習は、
生徒の将来への関心や目標の明確化につながる反
面、学んだものを活かす機会や時間がないこと、
学生生活との関連が見出せない生徒も多く見られ
た。今後、キャリア学習の効果を持続するために
は、１年生だけでなく、２年、３年と継続的に自
らの将来について考え、他者から学ぶ機会を提供
することが重要であると考えられる。

総合考察

　本研究では、高校１年時のキャリア学習前後の
変化と、１年後（高校２年時）の効果についての
検討を試みた。プログラム前後の変化として、直
接社会人へのインタビューを行うことで、働くこ
とに関するポジティブなイメージが増加し、キャ
リア選択に対する自信が高くなった。生徒たちは、
５日間にわたり４～５名のグループで事前準備、
インタビュー、発表会等の活動を互いに切磋琢磨
することで、仲間とともに乗り切ったという自信
を獲得している可能性も考えられる。一方で、イ
ンタビューに際して自分の希望する職業とは違う
社会人の話を聞かなければならなかった生徒も一
部存在し、本人の希望との齟齬があった場合でも
学びが得られるような工夫が必要と考えられる。
プログラムの導入においては、キャリア学習の目
的を明確にしたうえで、講師や社会人への依頼に
際して、インタビューで話してもらう内容を十分

に詰めておく必要がある。また、プログラム終了
後に生徒たちが自身の学びをどのように実践につ
なげていくことが出来るのかを振り返って考える
機会を設けるなども考えられる。
　キャリア学習プログラムは、生徒の将来への関
心や目標の明確化につながる反面、学んだものを
活かす機会や時間がないことや、学生生活との関
連が見出せない生徒も多く見られたため、１年間
の間に他のプログラムの実施を検討する必要性が
あると考えられる。学年が上がるにつれて大学進
学がより現実味を帯びていく中においては、希望
する学部の授業を受講したり、その学部で学ぶ大
学生へのインタビューを実施したりするととも
に、自らの興味・関心を引き出すワークなどの取
り組みが考えられるであろう。
　今後は、キャリア教育の効果を持続または高め
るために、キャリア学習で得られた学びを個々の
生徒が意味づけ、日常生活や学びの場に転換して
いくための新たな工夫や取り組みが重要であると
考える。

本研究の限界と今後の課題
　本研究の限界と今後の課題として、以下の点が
挙げられる。
　第１に、T1からT2へのキャリア学習の効果に
関しては、直後効果と見られる影響が確認された。
しかし、T3のデータについては紐づけが出来な
かったため、フォローアップにおける個人内の変
化を分析することが出来なかった。今後はより長
期的な学習の効果を含めた個人の変化を把握して
いくことが求められる。第２に、本研究はキャリ
ア学習の一部プログラムに対する依頼を受け実現
したものであり、プログラム開発等には携わって
いない。これらの結果を教育現場にフィードバッ
クすることで、さらに生徒にとって効果が実感で
きるような取り組みを、現場の教師が実践するこ
とが期待される。

引用文献

国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究セン
ター（2013）キャリア教育・進路指導に関する



『人間科学研究』文教大学人間科学部　第 44 号　2022 年　正木澄江

― 16 ―

総合的実態調査　第一次報告書
文部科学省（2000）「高大連携を活かした青年期

のキャリア形成に資する教育課程の研究開発：
理念、特徴、成果と展望を中心に」名古屋大学
教育学部附属中・高等学校　藤田高弘副校長 
発 表 資 料〈http://www.mext.go.jp/a_menu/
shotou/ikkan/7/06021303/001.pdf〉

文部科学省（2011）中央教育審議会「今後の学校
におけるキャリア教育・職業教育の在り方につ
いて（答申）」（2011年１月31日）〈http://www. 
mext.go.jp/component/b_menu/shingi/ 
toushin/__icsFiles/afieldfile/2011/02/01/ 
1301878_1_1.pdf〉

文部科学省（2018）「高等学校学習指導要領（平
成30年告示）解説」（2018年７月）〈https://
www.mext.go.jp/content/20211102-mxt_
kyoiku02-100002620_1.pdf〉

リクルート進学総研（2014）高校の進路指導・キャ
リア教育に関する調査

酒井淳平・河井亨（2015）高等学校におけるキャ
リア教育授業の実践による生徒の変容」立命館
高等教育研究, 15, 145-160.

［抄録］
　本研究の目的は，高校生に対するキャリア学習の実践的効果を検証することである。研究１では、キャ
リア学習前後の変化について検討し、プログラム実施後は働くことのイメージがポジティブに変化し、
キャリア選択自己効力感が高まった。研究２では、１年後の効果について検討し、キャリア選択自己効
力感は、プログラム実施前の状態に戻っていた。しかし、キャリア学習の効果を認識する生徒は、将来
への関心や目標の明確化につながる反面、学んだものを活かす機会や時間がないこと、学生生活との関
連が見出せない生徒も多く見られた。これらの結果から、生徒たちがキャリア学習の学びを自ら意味づ
け、日常生活や学びの場に転換していくための取り組みの重要性が示された。


